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＜５月田植時期にあわせた播種作業を行っていますか？＞
☆健全苗から健全な稲体への第一歩！

●厚播きは苗質を弱くします。

■田植時期にあわせた播種時期の目安

育苗等作業
田 植 時 期

5／10 5／155／5

4／11

4／13

23

4／19

4／21

20

4／26

4／28

18

催　　芽

播　　種

育苗期間

■催芽の方法

袋内の外側と内側と
で幼芽・幼根の伸び
にバラツキがでます。
種籾は袋に半分程度
にして、催芽ぞろい
を良くしましょう。

鳩胸

良 悪

伸ばしすぎは
芽や根が折れ
やすい

【催芽の目安】

催芽日数 1.5～2.0日
催芽程度

催芽適温

28℃

2.3日

2.8日

30℃

1.9日

2.6日

32℃

1.6日

2.1日

1mm（鳩胸）

30～32℃

【催芽温度と日数】

催芽温度

芽が出るまでの日数

幼根が出るまでの日数

●コシヒカリ、ゆめみづほ、五百万石は発芽しにくい品種
なので、芽が十分揃うように注意する。

●育苗器を利用する場合の温度計のセットは30～32℃に
する。芽出し袋を育苗器の棚にならべる場合は、袋の厚
さをできる限り薄くする。

　（厚さがあると外側と内側で催芽ムラが生じる。途中で
芽出し袋を反転する。また、電熱の育苗器は乾燥するので、芽出し袋の上に濡れたものをかけるとよい。）

●循環式育苗催芽機（シャワー式催芽機）の温度セットは30℃とし、発芽が確認できたら直ちに電源を切る。
　一度使用した水は入れ替えを行い、重複使用しない。
　また、催芽はなるべく同一品種ごと行い、混種催芽は行わない方がよい。

●芽出し時には十分酸素を供給する。
●必ず発芽状態を確認し催芽を終了して下さい。
　80％以上鳩胸状態に！

■芽出しの注意

●覆土は種籾のかくれる程度とする。

■育苗器内の温度は30～32℃とする

■厚播きによる品質低下に注意！
　播き床は、稲の赤ちゃん（種籾）がスクスク育つベッドです。
　ゆったりベッド（乾籾で120g ／箱）で腰の太い子供（苗）に育てましょう。
　　厚播きになると、腰の細い徒長苗になり、苗の生育が遅れ、苗の体重が小さくなる。
　　更に苗の老化が早く、活着力が弱くなるため、植え遅れると植傷みが多くなり、分げつの出方が遅れて
　　初期生育が悪くなる。
　　厚播きにするほど障害苗（カビ類・立枯れ病）の発生が多くなる。

大きくなれないよう～

■１箱当たりの播種量

コシヒカリ
ゆめみづほ（石川43号）

カグラモチ

品 種 名

120g

五 百 万 石 150g

乾 籾 重

は種量を確認!!
厚播きになっていませんか?
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使用適期
７～１４日後

※藻の発生前に散布して下さい。

1成分
ソルネット 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ1葉期
移植後30日まで

3成分
ディオーレ 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
移植後30日まで

ベッカク 1キロ粒剤
3成分

登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
収穫60日前まで

3成分
アットウZ 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

4成分
ディオーレ顆粒
登録
内容

移植後3日～ノビエ3葉期
移植後30日まで

3成分
アットウZジャンボ
登録
内容

移植後3日～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

3成分
ベッカク豆つぶ250
登録
内容

移植直後～ノビエ3葉期
収穫60日前まで

4成分
バッチリLX400FG
登録
内容

移植直後～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

3成分
流星 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
移植後30日まで

5kg規格

水稲除草剤処理一覧表 
＜初期剤＞ ＜一発剤＞

省力剤
10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格10kg

大型規格

2成分
先陣 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ1葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

10kg
大型規格

直
播

直
播

直
播

4成分
バッチリLX 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

直
播

直
播

直
播

直
播

直
播

直
播

NEW
NEW

NEW

①ヒエ・広葉対策 ②ヒエ対策 ③広葉対策

レブラスジャンボ
登録
内容

移植後14日～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

ロイヤント乳剤
登録
内容

移植後20日～ノビエ5葉期
収穫45日前まで

ヒエクリーン 1キロ粒剤
登録
内容

移植後15日～ノビエ4葉期
収穫45日前まで

バサグラン粒剤
登録
内容

移植後15日～
収穫45日前まで

クリンチャーバスME
登録
内容

移植後15日～ノビエ5葉期
収穫50日前まで

ワイドアタックSC
登録
内容

移植後20日（稲5葉期以降）～ノビエ6葉期
収穫30日前まで

トドメMF乳剤
登録
内容

移植後14日～ノビエ7葉期
収穫50日前まで

バサグラン・エアー 1キロ粒剤
登録
内容

移植後15日～
収穫45日前まで

＜中後期剤＞

〈漏生イネ対策〉 〈藻類対策〉

3成分
ジェイソウル 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

直
播
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中後期剤の詳細は39ページへ

漏生イネ対策の詳細は8ページへ

品種変更予定のほ場では　　　「漏生イネ」に注意！！

近年では高温により収穫後の稲が再生し出穂した穂、通称
「ひこばえ」が例年より多く発生しています。
ひこばえの多発は、翌年の「漏生イネ（前年にほ場に落ちた
籾が翌年に生育）」の発生増に直結し、異品種混入に繋がり
ます。
前年から品種を変更する予定のほ場では漏生イネ減少の
ための対策を実施しましょう！

① 「初期剤＋一発除草剤＋中後期剤」の除草剤体系処理を行う！
漏生イネは代掻きから約40日間は発芽する可能性があります(籾の深度によって時期が異なる)。
漏生イネを抑えるポイントは「1葉期までに殺草する」ことです。代掻きから40日間は除草剤の
効果を切らさないよう、「初期剤→初中期一発除草剤→中後期剤」を7～10日間隔で散布し葉齢
が進む前の殺草を心掛けましょう！

② 初期除草剤は「ソルネット」を推奨！
初期除草剤ソルネットは農研機構でも有効性が確認されており、
初期の漏生イネを抑制する除草剤として有効的です！

異品種発生ほ場 対策

25 26 27 28 29 30 1

1

2 3 4
4月 5月 6月

5

5

6 7 8 9 10

10

11 12 13 14 15

15

16 17 18 19 20

20

21 22 23 24 25

25

26 27 28 29 30

30

31

35

1 2 3 4 5月　日
代かきからの日数

代かき 田植え

水稲除草剤の使用時期の目安 【前提条件：代かき5月1日、田植え5月5日（代かきから田植えまで5日以内）】

<除草剤使用上の注意>
・代かき直後から発生するノビエに対しては、除草剤の使用時期が遅れると効果が劣るので、ノビエの葉令に注意し、遅れないように使用して下さい。
・一般に実際の使用時期（適期）は、登録上の使用期間より短く、除草剤が安定した効果を発揮するノビエの葉令までが適期となります。

体
系
処
理

一
発
処
理

5日後 10日後まで

〈初中期一発剤〉

7日後 14日後まで田植時処理

〈初期剤〉

田植時処理 10日後まで

ノビエ3葉期未満の登録

田植時処理 14日後まで

ノビエ3葉期以上の登録

•漏生イネ対策
　ソルネット1キロ粒剤

•藻類対策
　先陣1キロ粒剤

•アットウZ1キロ粒剤
•ベッカク1キロ粒剤
•バッチリLX1キロ粒剤
•ディオーレ1キロ粒剤
•ジェイソウル1キロ粒剤
•流星1キロ粒剤

〈初期剤〉 ＋ 〈初中期一発剤〉

〈省力剤〉

〈粒剤〉 •バッチリLX1キロ粒剤

•アットウZ1キロ粒剤
•ベッカク1キロ粒剤
•ディオーレ1キロ粒剤
•ジェイソウル1キロ粒剤
•流星1キロ粒剤

•アットウZジャンボ
•ベッカク豆つぶ250
•バッチリLX400FG
•ディオーレ顆粒
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■水田内の取りこぼし雑草が多いときの草種別除草剤の選択
《ヒエ剤》ノビエの取りこぼしが多いとき

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

ヒエクリーン
1キロ粒剤

（豆つぶ）※1

移植後15日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫45日前まで）
1kg

湛水状態で散布
本剤は遅効性であるが
抑草期間は長い。　　

①　水の出入りを止めて湛水のまま
　田面に均一に使用する。
②　使用後7日間は湛水状態を保ち
　落水、かけ流しをしない。

クリンチャー
1キロ粒剤

（ジャンボ）※2

移植後7日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫30日前まで）
1kg 湛水状態で散布

 残効性がないので
 処理時期を見極めて
 散布する。

（2回まで）
移植後25日〜
ノビエ5葉期

（但し、収穫30日前まで）
1.5kg

クリンチャーEW
移植後20日〜
ノビエ6葉期

（但し、収穫30日前まで）

薬量100㎖
希釈水量
 25〜100ℓ

落水状態で散布
（2回まで）

①　展着剤（「ハイテンパワー」等）を
　　加用する。
②　均一に雑草茎葉散布する。

トドメMF
1キロ粒剤

移植後14日〜
ノビエ5葉期まで

（但し､ 収穫50日前まで）
1kg 湛水状態で散布

①　水の出入りを止めて湛水のまま田面
に均一に使用する。

②　使用後3〜4日間は湛水状態を保ち、
7日間は強制落水、かけ流しをしない。

③　強風時には使用しない。

トドメMF乳剤
移植後14日〜

ノビエ7葉期まで
（但し、収穫50日前まで）

薬量200㎖
希釈水量
 25〜100ℓ

湛水散布又は落水散布 ①　展着剤は不要。
②　均一に雑草茎葉散布する。

《広葉剤》広葉雑草が多いとき

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

バサグラン粒剤 移植後15日〜
（但し、収穫45日前まで） 3〜4kg

 落水散布またはごく
 浅く湛水して散布

①　晴天時に使用し、使用後3日間は
　入水しない。
②　１年生イネ科雑草には効果がない。
③　多年性雑草が部分発生している場
　合は落水してスポット処理する。

ロイヤント乳剤
移植後20日〜ノビエ5葉

期まで
（但し、収穫45日前まで）

薬量200㎖
希釈水量100ℓ
 （500倍）

①　散布後3日後を目安に入水する。
②　ホタルイ、クログワイ、コウキヤガ

ラ等には効果が劣る。

《クサネム対策》

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

ノミニー液剤

移植後30日〜
クサネムの草丈

40cmまで 
（但し、収穫60日前まで）

50〜100㎖
落水又はごく浅い
湛水状態で散布　

（1回まで）

①　雑草の生育期に薬液が茎葉全体に
　均一にかかるように加圧噴霧機など
　で散布する。
②　3日以上落水（浅水）状態を保つ。
③　散布後、6時間以内に降雨が予想
　される場合は使用を控える。

※1 豆つぶ、※2 ジャンボの登録内容については、p.105「農薬の使用基準一覧」参照。

《ヒエ剤＋広葉剤》ノビエや広葉雑草の取りこぼしが多いとき

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

アトトリ
1キロ粒剤

（豆つぶ）※1

移植後14日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫45日前まで）
1kg 湛水状態で散布

（1回まで）

①　水の出入りを止めて湛水のまま
　田面に均一に散布する。
②　使用後7日間は湛水状態を保ち
　落水、かけ流しをしない。

レブラス
1キロ粒剤

（ジャンボ）※2

移植後14日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫60日前まで）

クリンチャーバス
ME液剤

移植後15日〜
ノビエ5葉期

（但し、収穫50日前まで）

薬量1,000㎖
希釈水量

70〜100ℓ

落水散布又はごく浅い
湛水状態で散布　　　

（2回まで）

①　使用液は使用当日に調製すること。
②　展着剤は加用しない。
③　使用前に落水状態にして水の出入
　りを止め、田面に均一に散布する。
④　使用後7日間は湛水状態を保ち
　落水、かけ流しをしない。
⑤　晴天の持続する時を選んで使用
　する。軟弱苗への使用、重複散布、
　DCPA剤との近接散布、高温条件の
　使用はさける。

雑木林 雑木林
雑草地 雑草地 雑草地

梅雨

増殖・発生源に 侵入・加害乾燥越冬 越冬

出穂

水田

収穫

②雑草地で
　個体数増加！

③雑草地が
　乾燥し
　餌減少

④同時期に水稲が
　出穂し、雑草地から
　侵入、加害！

⑤雑草地等で
　越冬

①雑草地等で
　越冬

１～２月 ３～４月 ５～６月 ７～８月 ９～１０月 １１～１２月

除草の徹底によるカメムシ対策について
※R6年産では越冬カメムシが多く発生しました。

カメムシの生態に基づいた雑草管理によって、斑点米被害を効果的に減らしていきましょう！

ホタルイの穂

斑点米の原因となるカメムシの防除のためには、殺虫剤による直接的な対策も欠かせませ
んが、生息場所や繁殖源となる雑草の防除によって発生する個体数自体を少なくしていく
ことが基本です。

農道や畦畔等の雑草地は、カメムシの発生源および水田へ侵入する中継点となります。した
がって、これらの除草を徹底し、草が無い状態をできるだけ長く保つことが大原則です。ま
た、水稲出穂期頃の除草は、雑草地のカメムシを水田内へ追い込むほか、この時期までずっ
と雑草を放っておいても、雑草地自体の乾燥による餌の減少を受けて水田侵入が助長される
ので、6月頃から出穂期頃まで、期間をとおして雑草を少なく維持しておくことが重要な対
策となります。

斑点米カメムシ類の生活史

畦畔等雑草地の除草対策1

近年、ヒエやホタルイ等、水田内雑草がカメムシの発生源、誘引源
となって斑点米被害を増加させることがわかってきました。これら
の雑草が水田内に多く生えてしまった場合、雑草が穂をつける前に
中後期除草剤により除草をしてください。
※水田内の取りこぼし雑草が多いときの対応については右ページ参照。

水田内雑草の除草対策2

春先除草 ⇨ ⇨ ⇨ 収穫前除草6月除草 7月上旬仕上げ除草対応
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基幹防除
＜粒剤体系＞

8　月7　月

中　旬上　旬 下　旬 中　旬上　旬 下　旬

早

　生

中

　生

晩

　生

詳しい散布時期は農事メモ参照

＜液剤体系＞

＜随時防除＞

8　月7　月

中　旬上　旬 下　旬 中　旬上　旬 下　旬

早

　生

中

　生

晩

　生

＜粉剤体系＞
8　月7　月

中　旬上　旬 下　旬 中　旬上　旬 下　旬

早

　生

中

　生

晩

　生

7月下旬
ビームトレボン
粉剤5DL
4kg／10a

いもち病・カメムシ類
ウンカ類他

※散布時はドリフトに注意してください。
※いもち病の発生が懸念される場合には、ビームスタークル粉剤5DLを使用してください。

※散布時はドリフトに注意してください。
※いもち病の発生が懸念される場合には、ビームエイトスタークルゾルを使用してください。

出

　穂

　期

スタークル粒剤
3kg／10a
または
【省力剤】

スタークル豆つぶ
250g／10a

カメムシ類・ウンカ類・
ツマグロヨコバイ

イモチエース
スタークル粒剤
3kg／10a
または
【省力剤】

ワイドパンチ豆つぶ
250g／10a

いもち病・紋枯病・
カメムシ類他

出

　穂

　期

スタークル粒剤
3kg／10a
または
【省力剤】

スタークル豆つぶ
250g／10a

カメムシ類・ウンカ類・
ツマグロヨコバイ

イモチエース
スタークル粒剤
3kg／10a
または
【省力剤】

ワイドパンチ豆つぶ
250g／10a

いもち病・紋枯病・
カメムシ類他

出

　穂

　期

出

　穂

　期

8月上旬
ビームトレボン
粉剤5DL
4kg／10a

いもち病・カメムシ類
ウンカ類他

出

　穂

　期

8月上旬
ビームトレボン
粉剤5DL
4kg／10a

いもち病・カメムシ類
ウンカ類他

出

　穂

　期

スタークル粒剤
3kg／10a
または
【省力剤】

スタークル豆つぶ
250g／10a

カメムシ類・ウンカ類・
ツマグロヨコバイ

イモチエース
スタークル粒剤
3kg／10a
または
【省力剤】

ワイドパンチ豆つぶ
250g／10a

いもち病・紋枯病・
カメムシ類他

フタビコヤガ
6～7月

トレボン粉剤DL　3～4kg/10a

幼虫が稲体に潜り食害し、稲の茎が
折れて倒伏する場合がある。

いもち病
発生時

ブラシン粉剤DL　4kg/10a

水稲での最重要防除病害。6月の高
温多湿、7～8月の低温多雨条件下
では発生が助長される。

イネドロオイムシ
発生時

トレボン粉剤DL　3～4kg/10a

多発するとほ場一面が真っ白とな
るような被害が見られる。

墨黒穂病・稲こうじ病
7月上旬

Zボルドー粉剤DL　3～4kg/10a
＜空散防除＞

トライフロアブル　8倍　0.8L/10a

穂ばらみ期～出穂にかけて雨が多
く、低温・日照不足時に発生が多い。
発生ほ場では数年間防除が必要。

ニカイメイチュウ
6月上旬

トレボン粉剤DL　3～4kg/10a

幼虫が稲体に潜り食害し、稲の茎が
折れて倒伏する場合がある。

紋枯病
7月上中旬

モンセレン粉剤DL　4kg/10a
モンセレンフロアブル　500倍　25L/10a

病斑は下位から上位へ次第に進展
する。穂ばらみ期以降に急激に上位
進展し、枯れあがる。

7月下旬
ビームエイト
トレボンゾル

いもち病
カメムシ類他

出

　穂

　期

8月上旬
ビームエイト
トレボンゾル

いもち病
カメムシ類他

出

　穂

　期

8月上旬
ビームエイト
トレボンゾル

いもち病
カメムシ類他

出

　穂

　期

出穂期の正しい判断が適期防除の第一歩！
効果的な防除のために、適期に合わせて2回散布を徹底しましょう。
なお本年の出穂期予想は農事メモにてご案内しますので、それに基づき適期防除を行ってください。

【出穂期】 【穂揃期】
ほ場全体の40～50％が出穂した状態。 ほ場全体の80～90％が出穂した状態。2～3日後

（参考）この状態でも出穂です！

止葉

葉耳

籾が1粒
以上出れば
出穂!!

ビームエイト
スタークルゾル

8月上旬

いもち病・ウンカ類
カメムシ類・ツマグロヨコバイ

スタークル
液剤10

カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

ま
た
は

ビームエイト
スタークルゾル

8月上中旬

いもち病・ウンカ類
カメムシ類・ツマグロヨコバイ

スタークル
液剤10

カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

ま
た
は

ビームエイト
スタークルゾル

8月中旬

いもち病・ウンカ類
カメムシ類・ツマグロヨコバイ

スタークル
液剤10

カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

ま
た
は

ビームスタークル
粉剤5DL
3kg／10a

いもち病・カメムシ類
ウンカ類他

スタークル粉剤DL

3kg／10a

カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

ま
た
は

8月上中旬

ビームスタークル
粉剤5DL
3kg／10a

いもち病・カメムシ類
ウンカ類他

スタークル粉剤DL

3kg／10a

カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

ま
た
は

8月上中旬

ビームスタークル
粉剤5DL
3kg／10a

いもち病・カメムシ類
ウンカ類他

スタークル粉剤DL

3kg／10a

カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

ま
た
は

8月中旬
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《脱ぷ点検、残米取出口》
「取出」の位置まで回し残米
を排出して下さい。
《残米除去口》
《還元米点検口》
残米除去口・還元米点検口を
外し中の残米・異物を除去し
て下さい。
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●一年生雑草、多年生雑草
●クログワイ、オモダカ、カヤツリグサ等上記の
ような防除困難な雑草にも有効。

●土に残らず分解が早い。

●一年生雑草、多年生イネ科雑草
●稲わらの上からでも効果がありますが、水が
たまっていると効果が半減。

●土壌中に3ヵ月残る。

●土壌に残っていると次作物に影響するので、
使用はなるべく早く行う（年内処理）

●降雨時または降雨が予想されるときの使用
は避ける。

20～25kg（4～5袋）／10aを全面散布。1回。

　使用後、1ヵ月後には耕起可

●雑草が緑化（青々と）している時に散布する！
　（9～10月の刈取り直後：薬量は一年生雑草は
200～500ml、多年生雑草は500～1,000ml
がお奨め）

　薬剤500～1,000ml／10a（1,000ml推奨）
　希釈水量50～100L。1回。

　使用後、2～3週間後には耕起可
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ドローンによる基幹防除体系…使用する農薬は、空中散布の可否と使用倍率を確認！

【水稲】

水
稲

生育ステージ
【作型･品種】

使用時期 
の目安

使用薬剤名
［収穫前日数］

10a使用液量
／倍率

対象病害虫
使用
回数

１
回
目

出穂期
【早生】
【中生】
【晩生】

7/20～24
7/30～8/3
8/6～10

混）ビームエイトスタークルゾル
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／8倍

いもち病、カメムシ類、
ウンカ類、ツマグロヨコバイ

３回
以内

混）バリダシンエアー（随時）
［収穫14日前まで］

0.8ℓ
／8倍

紋枯病
５回
以内

２
回
目

出穂7～10日後
【早生】
【中生】
【晩生】

7/28～8/2
8/7～12
8/14～19

ビームエイトスタークルゾル
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／8倍

いもち病、カメムシ類、
ウンカ類、ツマグロヨコバイ

３回
以内

随
時 カメムシ類多発時 8/中旬

スタークル液剤10
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／8倍

カメムシ類、ウンカ類
３回
以内

随
時 カメムシ類多発時 8/中旬

トレボンエアー
［収穫14日前まで］

0.8ℓ
／8倍

コブノメイガ、フタオビコヤガ、
ツマグロヨコバイ、
カメムシ類、ウンカ類、イナゴ類

３回
以内

【大豆】

大
豆

【品種】
生育ステージ

使用時期 
の目安

使用薬剤名
［収穫前日数］

10a使用液量
／倍率

対象病害虫
使用
回数

１
回
目

【里のほほえみ】
開花終期
【エンレイ】
幼莢期

（開花後15日頃）

7/25～30
プレバソンフロアブル
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
16～32倍

ウコンノメイガ、
ハスモンヨトウ、
マメシンクイガ、
オオタバコガ

２回
以内

7/30～8/3
２回
以内

２
回
目

【品種共通】
子実肥大初期

（開花後25日頃）
8/8～12

アミスタートレボンSE
［収穫21日前まで］

0.8ℓ
／8倍

紫斑病、ハスモンヨトウ、
カメムシ類、マメシンクイガ、
アブラムシ類

２回
以内

３
回
目

【品種共通】
子実肥大後期

（開花後45日頃）
8/27～31

カスケード乳剤
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／32倍

ハスモンヨトウ、
ウコンノメイガ、カメムシ類、
ハダニ類、マメシンクイガ、
フタスジヒメハムシ

２回
以内

随
時

ウコンノメイガ
初発時

7/下～8/上
プレバソンフロアブル5

［収穫7日前まで］
0.8ℓ

16～32倍
ウコンノメイガ、ハスモンヨトウ、
マメシンクイガ

２回
以内

随
時 カメムシ類多発時 8/下～

スタークル液剤10
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／8倍

カメムシ類、フタスジヒメハムシ、
ダイズサヤタマバエ

２回
以内

【大麦】

大
麦 生育ステージ

使用時期 
の目安

使用薬剤名
［収穫前日数］

10a使用液量
／倍率

対象病害虫
使用
回数

１
回
目

出穂後3～5日
（穂揃期）

4/中
トップジンMゾル

［収穫21日前まで］
0.8ℓ
／8倍

赤かび病
１回
以内

２
回
目

1回目散布の
1週間後

4/中～下
ワークアップフロアブル
［収穫21日前まで］

0.8ℓ
／10倍

赤かび病 １回
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